ボッティチェリとルネサンス
―フィレンツェの富と美―
Bunkamura ザ・ミュージアム　2015.03.21〜06.28
　15世紀の花の都イタリア・フィレンツェでは、芸術家が「メディチ家」をはじめ銀行家の支援を受けて、数多くの傑作を生み出した時代で、この一族「メディチ家」は、「コジモ、ピエロ、ロレンツォ、イル・マニフィコ」の時代に隆盛期を迎え、経済・文化の両面において主導的な役割を果たしている。
また、当時「メディチ家」は、学識のある愛好家として「ボッティチェリ、レオナルド・ダ・ヴィンチ、ミケランジェロ」などの芸術家や人文主義者のパトロンとなり、フィレンツェで花開いた「ルネサンス」の立役者となった。
　本展では、ヨーロッパ全土の貿易とビジネスを支配した「フィレンツェ」の当時の経済活動を、絵画だけではなく商人の仕事道具などから紹介し、芸術と経済の関係を紐解くもので、世界各地から「ボッティチェリ」の作品「10数点」に加え、彫刻、工芸、資料など「約80点」を展示している催事である。
　黄金時代のフィレンツェを代表する「サンドロ・ボッティチェリ」（1445？〜1510）は、「プリマヴェーラ」や「ヴィーナスの誕生」などのほか、優美な「聖母子像」をはじめ生涯に“およそ150点”の絵画作品を描いたとされている。
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≪聖母子と洗礼者ヨハネ≫　≪サン・マルティノ・デッラ・スカーラーの
受胎告知≫　　243x550cmサイズの巨大な作品
1470年代末　テンペラ・板　　　1481年　フレスコ　天使部分と聖母部分
写真左の作品は、“門外不出の傑作”で期間限定（５月６日まで）公開である。
